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６
月
13
日
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用

し
た
緊
急
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と

で
の
学
生
支
援

―
何
が
問
題

か
？　

何
を
主
張
す
る
か
？
」
が
、

１
４
０
名
を
超
え
る
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
主
催
は
、
梶
田
隆
章

さ
ん
（
東
大
宇
宙
線
研
究
所
長
）、

白
川
英
樹
さ
ん
（
筑
波
大
名
誉
教

授
）、
広
渡
清
吾
さ
ん
（
日
本
学
術

会
議
元
会
長
）
な
ど
51
名
が
呼
び

か
け
人
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た「
大

学
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
明
日
を

拓
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
す
。

シ
ン
ポ
で
は
、
高
等
教
育
無
償

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
、
全

国
大
学
院
生
協
議
会
、

Change A
cadem

ia

、

全
国
大
学
高
専
教
職
員

組
合
、日
本
私
大
教
連
、

東
京
私
大
教
連
、
日
本

科
学
者
会
議
か
ら
発
言

が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

下
で
大
学
院
生
が
研
究

を
継
続
す
る
上
で
の
問

題
点
、
少
な
い
高
等
教

育
予
算
の
う
え
国
立
と

私
立
に
格
差
を
つ
け
た

予
算
配
分
の
問
題
か

ら
、
科
学
技
術
基
本
計

画
が
持
っ
て
い
る
問
題

点
に
ま
で
話
が
及
び
ま

し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
で

感
じ
た
こ
と

Change A
cadem

ia

の
山
岸
氏

は
博
士
課
程
の
大
学
院
生
の
現

状
・
窮
状
を
報
告
し
た
。
博
士
課

程
院
生
の
約
７
割
が
博
士
号
取
得

に
遅
れ
が
生
じ
る
と
懸
念
し
て
い

る
。大
学
等
の
閉
鎖
に
と
も
な
い
、

実
験
施
設
や
図
書
館
の
利
用
が
制

限
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

論
文
執
筆
が
進
ま
な
い
こ
と
の
背

景
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
研

究
成
果
の
発
表
を
予
定
し
て
い
た

学
会
の
中
止
や
野
外
調
査
の
中
止

も
論
文
執
筆
が
進
ま
な
い
背
景
に

な
っ
て
い
る
。
文
部
科
学
省
は
、

（
修
士
課
程
の
院
生
を
含
む
）
大

学
院
生
が
学
位
を
取
得
す
る
際

に
、
不
利
益
と
な
ら
な
い
よ
う
に

配
慮
す
る
こ
と
を
各
大
学
に
通
達

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
山
岸

氏
は
、問
題
は
他
に
あ
る
と
い
う
。

博
士
課
程
院
生
の
多
く
は
研
究
職

に
就
く
こ
と
を
目
指
し
て
、
学
会

発
表
に
よ
り
業
績
を
積
み
上
げ
、

キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
よ
う
と
計
画

し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
難
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
と
は
異

な
る
が
、Change A

cadem
ia

の
「
大
学
院
生
有
志
に
よ
る
科
学

技
術
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
に
つ
い
て
の
意
見
書
」

の
内
容
を
紹
介
し
た
。
科
学
技
術

政
策
の
意
思
決
定
に
参
画
す
る
研

究
者
の
分
野
は
「
産
業
界
に
資
す

る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
分
野
に

偏
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。特
に
、

人
文
科
学
系
の
研
究
者
が
一
人
も

い
な
い
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
現

状
の
構
成
員
の
割
合
で
は
、
自
然

科
学
等
の
基
礎
研
究
分
野
、
人
文

科
学
の
性
質
や
特
徴
を
踏
ま
え
た

配
慮
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。「
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
研
究
者
」

や
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に

資
す
る
若
手
研
究
者
」
の 

育
成

を
目
指
す
な
ら
ば
、
最
低
限
の
環

境
は
整
え
て
ほ
し
い
。
他
国
の
研

究
者
か
ら
見
れ
ば
、
最
低
限
の
支

援
す
ら
行
わ
れ
て
い
な
い
日
本
の

研
究
者
、
研
究
費
を
含
む
研
究
環

境
が
、
共
同
研
究
を
し
た
い
と
思

え
る
魅
力
的
な
相
手
に
映
ら
な
い

の
は
至
極
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、

学
会
は
、
研
究
成
果
を
他
の
研
究

者
と
共
有
し
、
新
た
な
る
知
見
を

緊
急
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ

「
コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と
で
の
学
生
支
援
」

１
４
０
名
を
超
え
る
参
加
で
、様
々
な
問
題
を
共
有
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生
み
出
す
重
要
な
機
会
で
あ
る

と
同
時
に
、
業
績
を
作
る
重
要
な

場
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
会
へ

の
所
属
や
参
加
は
博
士
課
程
院

生
の
生
命
線
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
所
属
費
や
参
加
費
が
経
済

的
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
学
術
研

究
の
振
興
を
目
指
す
な
ら
ば
、
せ

め
て
学
会
参
加
費
は
国
に
負
担

し
て
ほ
し
い
と
訴
え
る
。
国
（
政

府
）
は
、
将
来
の
日
本
の
科
学
技

術
の
振
興
を
支
え
る
博
士
課
程

院
生
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め

て
政
策
を
立
案
さ
れ
る
こ
と
を

願
う
。松

下
　
尚
史
（
岡
山
理
科
大
）

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ

 「
コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と
で
の

学
生
支
援
」
で
感
じ
た
こ
と

私
大
教
連
か
ら
も
様
々
な
発

言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

は
、
学
生
団
体
の
皆
さ
ん
の
発
言

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
梅
垣
さ

ん
（
全
国
大
学
院
生
協
議
会
） 

の

発
言
か
ら
は
、
修
学
支
援
制
度
か

ら
大
学
院
生
が
漏
れ
落
ち
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
あ
る

こ
と
。
ま
た
シ
ン
ポ
当
時
に
申
請

受
付
中
だ
っ
た
「
学
生
支
援
緊

急
給
付
金
」
を
受
給
す
る
に
は
、

基
本
的
に
奨
学
金
を
限
度
額
ま

で
受
給
し
て
い
る
か
、
そ
の
予
定

（
ま
た
は
民
間
奨
学
金
の
予
定
）

が
必
要
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ

以
上
の
借
金
を
し
た
く
な
い
と

い
う
理
由
で
、
そ
も
そ
も
緊
急
採

用
や
応
急
採
用
の
申
請
予
定
者

は
わ
ず
か
３
％
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
結
果
「
学
生
支
援
緊
急
給
付

金
」
も
申
請
で
き
な
く
な
る
わ
け

で
す
。

山
岸
さ
ん（Change A

cadem
ia

） 

か
ら
は
、
こ
の
ほ
ど
成
立
し
た
、

改
正
科
学
技
術
基
本
法
が
、
公
教

育
と
い
う
大
学
の
基
本
概
念
を
打

ち
壊
す
こ
と
に
な
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
大
へ
の

公
的
支
援
の
少
な
さ
も
、
公
教
育

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
人
々
に

伝
わ
っ
て
い
な
い
せ
い
だ
と
分
析

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
運

動
を
広
め
る
た
め
に
は
、
女
性
団

体
な
ど
別
の
属
性
に
向
け
て
の
ア

ピ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
竹
さ
ん
（
科
学
者
会
議
）
も

言
及
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
今
や

大
学
の
教
職
員
で
す
ら
分
断
さ

れ
て
お
り
、
民
主
的
な
取
り
組
み

が
出
来
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
中
、

こ
う
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
自

ら
の
立
ち
位
置
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

村
田
　
史
之
（
太
成
学
院
大
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
執
行
委

員
会
や
組
合
大
会
の
開
催
が
困
難

と
な
っ
た
う
え
、
遠
隔
授
業
の
準

備
に
よ
る
多
忙
さ
が
加
わ
り
要
求

書
の
提
出
は
遅
れ
る
傾
向
で
す
。

現
在
、
要
求
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る
組
合
は
、
関
西
医
大
（
２
月
28

日
）、
大
阪
商
大
（
４
月
28
日
）、

大
阪
歯
科
大
（
５
月
６
日
）、
大

阪
芸
大
（
５
月
８
日
）、
大
阪
電

通
大
（
５
月
27
日
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

回
答
引
き
出
し
状
況
や
動
き

大
阪
電
通
大
で
は
６
月
８

日
、
昨
年
同
率
と
な
る
夏
季
一
時

金
２
・
８
ヶ
月
＋
20
万
円
、
０
・

95
ヶ
月
（
嘱
託
職
員
Ⅰ
）、
１
・

85
ヶ
月
（
嘱
託
職
員
Ⅱ
Ⅲ
）
の
回

答
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。
当
初

理
事
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
生
支

援
に
よ
る
支
出
が
増
え
た
た
め
、

一
時
金
大
幅
カ
ッ
ト
の
意
向
を
示

し
て
い
ま
し
た
。
組
合
は
財
政
分

析
も
行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参

加
も
募
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
18

名
、
現
場
に
は
６
名
で
、
団
体
交

渉
を
６
月
１
日
、
６
月
８
日
と
行

い
、
前
年
度
同
率
で
の
回
答
を
引

き
出
し
ま
し
た
。
ま
た
新
校
舎
建

設
に
伴
う
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
理
由
に
、
事
務
職
員
の
昼
休
み

一
斉
休
業
を
見
直
し
、
昼
休
み
の

交
代
制
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
務
職
員
組
合
員
の
中
で
は
、
昼

休
み
一
斉
休
業
が
出
来
な
く
な
る

こ
と
の
弊
害
を
ま
と
め
な
が
ら
、

理
事
会
提
案
に
対
応
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
事
務
職
員
で
グ
ル
ー

プ
を
作
り
、
社
会
に
出
た
場
合
の

学
生
に
と
っ
て
良
い
こ
と
な
の

か
、
人
に
仕
事
が
つ
い
て
い
る
状

況
な
の
で
交
代
制
だ
と
結
局
回
答

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
一
斉

休
業
で
職
員
間
の
交
流
が
減
っ
て

し
ま
う
な
ど
の
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し

て
い
ま
す
。

関
西
医
大
は
５
月
19
日
、
定

昇
実
施
、
臨
時
職
員
時
給
９
９
０

円
→
１
０
１
０
円
、
コ
ロ
ナ
で

の
危
険
手
当
：
医
師
・
看
護

師
３
０
０
０
円
（
１
日
）、
医

療
技
術
職
２
０
０
０
円
（
１

日
）、
事
務
職
１
０
０
０
円
（
１

日
）、
夏
季
一
時
金
は
、
当
初
０
・

０
１
２
ヶ
月
削
減
の
回
答
で
し
た

が
、
６
月
９
日
、
16
日
と
団
体
交

渉
を
継
続
し
、
組
合
か
ら
「（
コ

ロ
ナ
禍
の
も
と
で
）
院
内
感
染
を

さ
せ
て
い
な
い
の
は
全
職
員
が
サ

ポ
ー
ト
し
合
っ
て
奮
闘
し
た
か
ら

だ
」
と
労
苦
に
報
い
る
よ
う
強
く

求
め
、
再
考
を
う
な
が
し
ま
し
た
。

３
次
回
答
ま
で
引
き
出
し
、
１
・

８
４
５
ヶ
月
＋
２
２
０
０
０
円
＋

家
族
手
当
２
ヶ
月
、
臨
時
職
員
５

日
分
で
妥
結
し
ま
し
た
。
昨
年
比

で
０
・
０
０
２
ヶ
月
減
ま
で
押
し

戻
し
ま
し
た
。

岡
山
商
大
で
は
理
事
長
・
学
長

が
３
月
18
日
の
全
学
集
会
で
、
人

事
院
勧
告
に
基
づ
く
賃
金
体
系
表

の
導
入
と
、
大
学
教
員
任
期
法
に

基
づ
く
任
期
制
教
員
制
度
の
導
入

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

賃
金
労
働
条
件
の
改
善
を
掲
げ
る
こ
と
が
重
要

―
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た
執
行
委
員
会
、団
交
を
開
催
し
春
闘
に
取
り
組
も
う
―
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を
一
方
的
に
告
知
し
ま
し
た
。
組

合
は
関
西
私
大
教
連
と
相
談
し
４

月
６
日
、
抗
議
文
を
提
出
し
「
不

当
労
働
行
為
の
懸
念
を
惹
起
し
か

ね
な
い
」
と
し
て
、
発
言
の
取
り

消
し
と
、
団
体
交
渉
を
要
求
し
て

い
ま
す
。

関
西
圏
大
学
非
常
勤
講
師
労
働

組
合
は
、
各
大
学
に
コ
ロ
ナ
に
よ

る
遠
隔
授
業
実
施
で
、
賃
金
割
増

や
備
品
援
助
に
つ
い
て
の
施
策
を

問
い
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し

ど
の
大
学
も
、「
労
働
量
増
加
に

つ
い
て
は
す
で
に
既
定
の
賃
金
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
」「
労
働
量

増
加
は
賃
金
割
増
の
根
拠
に
は
な

ら
な
い
」、
備
品
に
関
し
て
は
「
金

銭
援
助
は
考
え
て
い
な
い
」「
自

腹
で
買
う
か
、
大
学
に
出
て
き
て

Ｐ
Ｃ
教
室
を
利
用
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
よ
う
な
回
答
で
す
。
各
大

学
に
支
援
を
求
め
て
運
動
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

大
阪
歯
科
大
は
６
月
２
日
に
団

体
交
渉
を
行
い
、
定
昇
実
施
と
夏

季
一
時
金
１
・
９
ヶ
月
（
昨
年
同

率
）
の
回
答
を
引
き
出
し
妥
結
し

て
い
ま
す
。

大
学
が
「
緊
急
」
の
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
を
と
る
中
で
、
私
た
ち
の

組
合
が
行
っ
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

〔
緊
急
対
応
に

  

全
学
の
知
恵
と
力
を

 

集
め
よ
う
と
い
う
呼
び
か
け
〕

き
っ
か
け
は
、
４
月
１
日
に

「
組
合
員
宛
」
の
Ｍ
Ｌ
へ
の
発
信

で
し
た
。
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
に
関
す
る
私
大
教
連
の
要
望

書
（
政
府
宛
）
を
紹
介
し
（
柱
は
、

１
．
教
職
員
の
健
康
・
安
全
を
守

る
措
置
、
２
．
感
染
防
止
対
策
に

関
す
る
私
立
大
学
へ
の
補
助
、
３
．

学
生
の
修
学
を
保
障
す
る
措
置
）、

あ
わ
せ
て
本
学
の
対
応
に
つ
い
て

意
見
を
募
る
も
の
で
し
た
が
、
こ

れ
に
は
、
た
だ
ち
に
次
の
よ
う
な

反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

（1）
本
学
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時

差
出
勤
な
ど
を
検
討
し
て
い
る

動
き
が
全
く
見
え
ず
、 

対
応
が

遅
い
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
て

い
ま
す
。
感
染
拡
大
地
域
（
大

阪
な
ど
）
か
ら
の
電
車
通
勤
の

教
職
員
も
多
い
が
、
本
学
で
は
、

窓
や
ド
ア
を
こ
ま
め
に
開
け
る

程
度
で
、
職
員
に
つ
い
て
は
何

ら
強
力
な
感
染
対
策
の
な
さ
れ

な
い
中
、
通
常
通
り
出
勤
し
て

い
ま
す
。

（2）
私
の
周
辺
に
も
、
こ
の
ま
ま
安

全
と
は
言
え
な
い
職
場
に
集
い

続
け
て
よ
い
も
の
か
、
不
安
を

募
ら
せ
て
い
る
職
員
が
複
数
い

ま
す
。

（3）
緊
急
の
対
応
と
し
て
、
テ
レ

ワ
ー
ク
が
可
能
な
業
務
、
可
能

な
部
署
か
ら
、
大
学
へ
の
出
勤

を
必
要
最
小
限
と
し
、
原
則
自

宅
勤
務
で
き
る
よ
う
に
し
、
職

場
の
密
度
を
極
力
下
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。

（4）
業
務
内
容
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
各

個
人
・
家
庭
の
緊
急
度
（
高
齢

者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
家
族
と

同
居
な
ど
）
に
応
じ
て
、
大
学

へ
の
出
勤
を
見
合
わ
せ
た
い
職

員
に
は
自
宅
勤
務
や
休
暇
を
認

め
る
な
ど
の
よ
う
に
、
職
員
が

勤
務
形
態
を
選
べ
る
よ
う
選
択

肢
を
設
け
て
い
た
だ
く
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

見
て
わ
か
る
よ
う
に
ほ
と
ん
ど

が
職
員
か
ら
の
声
で
、
内
容
は
悲

痛
な
叫
び
と
い
っ
て
い
い
も
の
ば

か
り
で
し
た
。

こ
の
状
況
を
み
て
、
４
月
５
日

に
は
「
組
合
員
宛
」
で
は
な
く
「
大

学
全
教
職
員
宛
」
の
Ｍ
Ｌ
に
組
合

委
員
長
の
名
前
で
次
の
よ
う
な
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

「
学
院
の
運
営
に
あ
た
る
み
な

さ
ん
、
大
学
執
行
部
の
み
な
さ
ん

に
は
ご
苦
労
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、  

同
時
に
、
現
在
の
困
難
な

状
況
の
も
と
で
、

（1）
学
生
・
院
生
、

教
職
員
は
じ
め
す
べ
て
の
関
係
者

の
命
と
健
康
を
ま
も
る
こ
と
を
大

前
提
に
、

（2）
あ
わ
せ
て
教
育
・
研

究
機
関
で
あ
る
本
学
に
求
め
ら
れ

る
社
会
的
な
役
割
を
は
た
し
、
経

営
を
維
持
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
適
切

で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
全
学
の
知

恵
を
集
め
る
こ
と
が
必
要
か
と
思

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
大
学
組
合
も
役
割

を
は
た
し
た
い
と
考
え
、
本
メ
ー

「
緊
急
事
態
」対
応
に
お
い
て

組
合
が
は
た
し
た
役
割（
上
）

神
戸
女
学
院
大
学
教
職
員
組
合
委
員
長
・
石
川
康
宏

千
葉
商
大
で
は
非
常
勤
講

師
や
嘱
託
職
員
、
契
約
職
員
、

派
遣
職
員
も
対
象
に
、
業
務

負
担
増
大
に
報
い
る
と
し
て
、

特
別
手
当
２
万
円
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
実
施
に
要
し
た
経
費

に
対
し
、
非
常
勤
講
師
を
含

む
大
学
教
員
に
上
限
３
万
円

で
実
費
支
給
し
て
い
ま
す
。

和
光
大
で
は
非
常
勤
講
師

を
含
む
大
学
教
員
に
情
報

通
信
環
境
整
備
費
と
し
て

１
万
５
０
０
０
円
を
上
限
に

支
給
し
て
い
ま
す
。

慶
応
大
で
は
専
任
教
職
員
と

常
勤
嘱
託
職
員
が
対
象
の
特
別

手
当
１
万
２
０
０
０
円
支
給
す

る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

武
蔵
大
で
は
教
員
に
は
遠

隔
授
業
臨
時
手
当
、
職
員
に

は
在
宅
勤
務
等
臨
時
手
当
と

し
て
、
一
律
１
万
円
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
支
給
対
象
は

専
任
教
職
員
、
非
常
勤
講
師
、

嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員
で
す
。

京
都
明
徳
で
は
年
間
一
時

金
１
万
円
増
額
の
回
答
を
引

き
出
し
て
い
ま
す
。

全
国
私
大
で
の
前
進
回
答
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ル
は
「
組
合
員
」
に
限
定
せ
ず
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

本
学
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
学
生
・

院
生
の
修
学
環
境
維
持
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
そ
の
他
関
連
す
る
事

柄
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
ご
意
見
・
ご

要
望
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
」。

〔
た
だ
ち
に
届
い
た切

実
な
要
望
〕

前
の
呼
び
か
け
の
反
響
は
き
わ

め
て
大
き
く
、
翌
４
月
６
日
に
は
、

全
学
か
ら
届
け
ら
れ
た
声
を
２
通

の
メ
ー
ル
に
わ
け
て
「
大
学
全
教

職
員
宛
」
Ｍ
Ｌ
に
発
信
し
ま
し
た
。

そ
の
１
通
目
の
全
文
は
次
の
よ
う

で
し
た
（
一
部
誤
記
を
正
し
ま
し

た
）。

「
大
学
教
職
員
の
み
な
さ
ん
へ

大
学
組
合
執
行
委
員
の
石
川
で

す
。
あ
ら
た
に
届
け
ら
れ
た
ご
意

見
を
紹
介
し
ま
す
。

（1）
「
要
望
書
」
に
３
密
（
密
閉
、

密
集
、
密
接
）
を
避
け
る
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
が
、
教
育
現

場
は
３
密
が
重
な
る
場
面
が
ほ

と
ん
ど
で
、
非
常
に
高
い
感
染

リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

（2）
本
学
の
対
応
と
し
て
前
期
授
業

の
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
言
わ

れ
て
い
る
が
、
他
方
で
対
面
で

な
け
れ
ば
難
し
い
授
業
に
つ
い

て
は
大
学
で
行
う
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
だ
と
多
く
の
学
生
に

公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
求
め

る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
感
染

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
。
ま
た
同

居
の
家
族
に
登
校
を
控
え
る

よ
う
求
め
ら
れ
れ
ば
、
受
講
を

あ
き
ら
め
ね
ば
な
ら
な
い
学

生
も
出
て
く
る
。
す
べ
て
の
授

業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
必
要

で
は
な
い
か
。

（3）
授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進

み
、
大
学
に
学
生
が
来
な
い
状

況
が
続
く
な
ら
、
関
連
す
る
職

員
各
部
署
の
全
員
を
出
勤
さ
せ

る
必
要
は
な
く
な
っ
て
く
る
。

で
き
る
限
り
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を

導
入
す
べ
き
で
、
ま
た
感
染
者

が
多
い
大
阪
か
ら
の
通
勤
者
に

は
優
先
的
に
在
宅
ワ
ー
ク
を
導

入
す
べ
き
。　

（4）
『
職
員
に
出
勤
も
し
く
は
在
宅

ワ
ー
ク
の
選
択
肢
を
与
え
て
ほ

し
い
』
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、

『
選
択
』
を
各
人
の
責
任
に
す

る
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
雇
用

が
不
安
定
な
職
員
は
『
在
宅
』

を
選
択
し
づ
ら
く
な
る
。
組
織

の
責
任
で
キ
チ
ン
と
指
示
を
し

て
ほ
し
い
。

（5）
学
内
教
職
員
か
ら
感
染
者
が
で

る
可
能
性
の
想
定
も
必
要
で
、

在
宅
ワ
ー
ク
を
進
め
る
こ
と

は
、
そ
う
な
っ
た
時
へ
の
備
え

に
も
な
る
。
学
生
、
教
職
員
や

そ
の
家
族
の
命
と
健
康
に
か
か

わ
る
問
題
で
、
早
急
な
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

（6）
今
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
と
し

て
、
在
宅
ワ
ー
ク
の
他
に
、
時

差
出
勤
、
密
度
の
高
い
部
署
の

交
代
出
勤
、
ま
た
公
共
交
通
機

関
の
利
用
を
減
ら
す
た
め
の
自

家
用
車
の
構
内
乗
り
入
れ
許
可

（
駐
車
場
の
一
時
的
拡
大
）
も

あ
る
。

な
お
、
大
学
執
行
部
の
み
な
さ

ん
か
ら
も
ご
苦
労
の
声
が
聞
こ

え
て
き
て
い
ま
す
。
全
教
職
員
が

知
恵
を
あ
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」。右記

の
声
の
少
な
く
な
い
部
分

は
、
非
正
規
雇
用
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
も
の
で
し
た
。

〔
大
学
内
部
の

対
立
・
分
断
を
避
け
て
〕

私
と
し
て
は
、

（1）
か
ら

（6）
ま
で

の
大
学
経
営
者
へ
の
要
望
だ
け
を

提
示
す
る
の
で
な
く
、
大
学
執
行

部
も
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
最
後

の
２
行
を
あ
え
て
書
き
込
ん
だ
の

は
、
学
内
の
誰
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
場
で
そ
れ
ぞ
れ
な
り
の
努

力
を
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

こ
の
事
態
に
あ
た
っ
て
学
内
に
余

計
な
対
立
が
生
れ
な
い
よ
う
配
慮

し
た
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
授
業
は
す
べ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
と
な
り
（
対
面
式
は
な

し
）、
業
務
の
性
質
上
、
教
務
課

と
学
生
生
活
セ
ン
タ
ー
は
多
く
の

仕
事
を
学
内
で
こ
な
す
日
々
が
つ

づ
き
ま
し
た
が
、
可
能
な
部
署
か

ら
時
差
出
勤
、
テ
レ
ワ
ー
ク
へ
の

移
行
、
業
務
を
広
い
教
室
で
行
っ

て
の
「
密
」
の
回
避
、
自
家
用
車

の
乗
り
入
れ
許
可
な
ど
が
実
現

し
、
ま
た
業
務
が
集
中
し
た
部
署

に
、
期
間
限
定
で
他
の
部
署
か
ら

職
員
が
応
援
に
入
る
一
時
的
な
人

事
異
動
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
メ
ー
ル
は
、
そ
の

後
、
４
月
９
日
、
４
月
14
日
、
４

月
21
日
、
４
月
24
日
、
４
月
27
日
、

５
月
２
日
と
つ
づ
き
、
５
月
14
日

を
最
後
に
終
了
し
ま
す
。
寄
せ
ら

れ
た
声
に
は
、
大
学
執
行
部
へ
の

批
判
や
要
望
が
含
ま
れ
つ
づ
け
る

わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
メ
ー
ル
に

ま
と
め
る
大
学
組
合
と
し
て
は
大

学
執
行
部
や
学
院
本
部
を
批
判
す

る
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。「
経
営
、
労
働
、
教
育
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
守
る
に
は
、
全
学

の
協
力
が
不
可
欠
だ
」
と
考
え
て

の
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に

は
、
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
学

院
・
大
学
の
運
営
者
と
組
合
と
の

あ
い
だ
に
一
定
の
信
頼
関
係
が
あ

る
な
ど
、
本
学
の
運
営
に
一
定
の

民
主
主
義
が
生
き
て
い
る
と
い
う

前
提
が
あ
り
ま
し
た
。

「
大
学
全
教
職
員
」
Ｍ
Ｌ
に
は
、

学
長
は
じ
め
大
学
執
行
部
の
全
員

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
学
内

の
声
は
た
だ
ち
に
執
行
部
の
も
と

に
届
き
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ー
ル

は
同
じ
学
院
の
本
部
や
中
高
部
の

教
職
員
で
つ
く
る
組
合
、
中
高
部

の
教
員
で
つ
く
る
組
合
（
中
高
部

に
は
意
見
を
違
え
る
２
つ
の
組
合

が
存
在
し
て
い
ま
す
）、
嘱
託
職

員
で
つ
く
る
組
合
の
委
員
長
に
も

転
送
し
、
さ
ら
に
学
院
の
理
事
長

と
総
務
部
長
に
も
必
ず
こ
れ
を
届

け
て
き
ま
し
た
。
理
事
長
か
ら
は

何
度
も
返
事
が
あ
り
、
時
に
は
、

組
合
の
こ
う
し
た
活
動
を
疎
ま
し

く
思
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
対

し
て
も
あ
え
て
「
反
論
」
す
る
こ

と
は
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
現
場
の

声
の
集
約
と
い
う
情
報
提
供
だ
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と
い
う
説
明
を
繰
り
返
し
て
い
き

ま
し
た
。
理
事
長
自
身
も
た
い
へ

ん
な
荷
を
背
負
っ
て
、
緊
張
し
た

日
々
を
送
っ
て
い
た
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。

総
務
部
長
に
は
、
直
接
、
現
場

の
声
を
届
け
に
い
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
学
院
の
総
務
部
長
は

各
部
署
へ
の
人
員
の
配
置
や
勤
務

の
形
態
は
じ
め
、
労
働
条
件
全
般

の
決
定
に
責
任
を
も
つ
わ
け
で
す

が
、「
こ
こ
と
こ
こ
に
人
を
増
や

さ
な
い
と
、
現
場
が
倒
れ
て
し
ま

い
ま
す
よ
」
と
、
組
合
と
し
て
の

交
渉
と
い
う
形
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
同
じ
職
場
の
同
僚
と
い
う
立

場
で
声
を
届
け
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
話
し
合
い
や
現
場
へ
の
対
応

が
よ
り
ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
優
先
し
て
の
こ
と
で
す
。
そ

の
結
果
、
他
に
も
様
々
な
要
因
が

重
な
っ
て
の
こ
と
で
は
あ
っ
た
で

し
ょ
う
が
、
実
際
に
私
た
ち
の

メ
ー
ル
に
寄
せ
ら
れ
た
要
望
に
沿

う
形
で
、
先
に
も
ふ
れ
ま
し
た
が
、

他
部
署
と
の
兼
任
と
い
う
や
り
方

で
繁
忙
部
署
の
増
員
が
一
時
的
に

な
さ
れ
も
し
て
い
き
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）

手
相
見
に

　「
機
械
と
相
性
が
悪
い
」

学
生
時
代
、
手
相
見
に
「
機
械

と
相
性
が
悪
い
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
置
い
て
あ
る
部
屋
で
働
く

と
病
気
に
な
る
」
と
診
断
さ
れ
て
以

来
、
極
力
Ｉ
Ｔ
を
避
け
て
生
き
て

き
た
。
よ
っ
て
、
遠
隔
授
業
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
、
大
変
動
揺
し

た
。
ま
ず
、
昔
な
が
ら
の
郵
便
に
よ

る
添
削
を
考
え
た
が
、
切
手
代
を

大
学
が
出
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
、

返
事
が
も
ら
え
な
か
っ
た
。
同
僚

に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ど
う
も
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
音
声
を
載
せ
る
、

と
い
う
の
が
一
番
ハ
ー
ド
ル
の
低

い
方
法
の
よ
う
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、

用
意
し
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
録

音
を
始
め
た
が
、
そ
ん
な
時
に
限
っ

て
、
背
景
で
「
ご
家
庭
で
ご
不
要
に

な
り
ま
し
た
…
…
」
と
い
う
放
送

が
始
ま
っ
た
り
、
猫
が
入
っ
て
き
て

大
声
で
鳴
い
た
り
し
て
う
ま
く
い

か
な
い
。
そ
こ
で
深
夜
に
作
業
す

る
こ
と
に
し
た
。
初
め
て
み
る
と

つ
い
熱
が
入
っ
て
し
ま
い
、
気
が

つ
く
と
朝
に
な
っ
て
い
る
。
睡
眠
、

食
事
の
時
間
が
す
っ
か
り
不
規
則

に
な
り
、
混
乱
し
て
し
ま
っ
た
。

ズ
ー
ム
に
よ
る
授
業
に
は
抵
抗

が
あ
っ
た
が
、
自
分
の
顔
を
映
さ

ず
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
画
面
を

共
有
し
て
話
せ
ば
い
い
と
わ
か
っ

て
か
ら
、
俄
然
楽
に
な
っ
た
。
昼

間
な
の
で
背
景
の
雑
音
は
相
変
わ

ら
ず
で
あ
る
が
、
学
生
の
背
後
で

は
犬
が
吠
え
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

お
互
い
様
な
の
で
こ
れ
は
我
慢
し

て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
ど
ち
ら

の
場
合
も
、
問
題
は
、
学
生
が
課

題
を
提
出
す
る
た
め
、
多
数
の
メ
ー

ル
が
来
る
こ
と
で
あ
る
。
私
の
主

な
担
当
は
語
学
で
あ
る
た
め
、
こ

れ
に
赤
字
で
添
削
し
、
返
信
を
し

て
い
る
う
ち
に
目
に
炎
症
が
起
き
、

ま
た
鍼
灸
師
が
驚
く
ほ
ど
の
肩
凝

り
に
苦
し
ん
だ
。

現
在
（
６
月
末
）
は
、
対
面
の

授
業
と
、
遠
隔
の
授
業
を
両
方
行
っ

て
い
る
。
対
面
授
業
が
始
ま
っ
て

驚
い
た
の
は
、
語
学
の
場
合
、
学

生
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の
内

容
を
あ
ま
り
（
時
に
は
ほ
と
ん
ど
）

理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
対

面
だ
と
、
表
情
そ
の
他
に
よ
っ
て

相
手
の
理
解
度
が
わ
か
り
、
説
明

を
補
足
し
た
り
で
き
る
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
だ
と
、
計
画
ど
お
り
ス
ム
ー

ズ
に
授
業
が
進
ん
で
し
ま
う
の
だ
。

一
方
、
講
義
も
の
の
方
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
あ
ま
り
問
題
な
い
よ

う
に
思
え
る
。

ま
た
、
学
生
か
ら
は
、
ズ
ー
ム
の

授
業
に
入
れ
な
か
っ
た
と
か
、
画
面

が
ぐ
る
ぐ
る
回
り
出
し
た
と
か
い
う

メ
ー
ル
が
時
折
く
る
。
私
に
理
由
が

わ
か
る
は
ず
も
な
い
が
、
お
そ
ら
く

は
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
環
境
の
せ
い
な
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
が
な
く
、

ス
マ
ホ
で
動
画
や
ズ
ー
ム
の
授
業

を
見
て
い
る
学
生
も
い
る
。
若
い

と
は
い
え
、
あ
ん
な
小
さ
い
画
面

で
文
字
を
見
る
の
は
苦
し
い
だ
ろ

う
。
ズ
ー
ム
に
し
て
も
、
自
分
の

部
屋
が
確
保
で
き
な
い
と
参
加
は

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し

て
格
差
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い

き
そ
う
な
こ
と
は
心
配
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行
の
時
は
、

学
校
の
授
業
は
ど
う
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
？　

今
回
の
よ
う
な
感
染

症
の
発
生
が
、
も
し
30
年
前
だ
っ

た
ら
、
大
学
は
遠
隔
授
業
も
で
き

ず
、
や
む
な
く
休
校
と
な
っ
た
だ

ろ
う
。
遠
隔
授
業
開
始
前
の
４
月

と
５
月
初
め
は
、
思
い
が
け
な
い

時
間
が
で
き
て
、
前
か
ら
読
み
た

か
っ
た
長
編
小
説
を
読
破
し
、
つ

い
で
に
そ
れ
を
も
と
に
し
た
映
画

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
借
り
て
楽
し
ん
だ
。

そ
の
後
の
つ
け
は
大
き
か
っ
た
が
、

あ
の
時
間
は
今
思
い
出
し
て
も
楽

し
か
っ
た
。

香
月
　
恵
里
　
　
　
　
　
　
　

（
岡
山
商
科
大
学
教
職
員
組
合
）

団
結
は
死
語
か
？

最
近
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
の

『
ペ
ス
ト
』
が
よ
く
読
ま
れ
て
い
る

と
い
う
。
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ウ
ィ

フ
ト
の
『
ペ
ス
ト
』
も
再
び
注
目

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ョ
ヴ
ァ

ン
ニ
・
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
の
『
デ
カ

メ
ロ
ン
』（『
十
日
物
語
』）
や
エ
ド

ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
短
編
「
赤

き
死
の
仮
面
」
も
引
き
合
い
に
出

さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
ペ
ス
ト
と
お
ぼ
し
き

感
染
症
に
際
し
て
、
利
己
的
に
な
っ

て
い
く
個
人
を
描
き
だ
し
て
い
る
。

利
己
的
個
人
主
義
を
指
弾
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

だ
が
、
感
染
症
と
い
う
形
で
死

が
切
迫
す
る
以
前
に
は
、
我
々
は

日
常
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
、
よ

う
に
思
う
。
そ
の
日
常
生
活
の
中

に
組
合
活
動
も
含
ま
れ
る
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
流
行
で
、
給
与
や
賞
与
の
削
減

を
検
討
し
、
実
施
す
る
大
学
経
営

者
が
い
る
。
学
生
支
援
の
た
め
の

支
出
の
増
大
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

一
方
で
、
全
教
職
員
に
一
時
金
を

支
給
し
た
学
園
も
あ
る
。
数
万
円

程
度
の
よ
う
だ
。

遠
隔
授
業
の
苦
心
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さ
ら
に
、
こ
の
非
常
事
態
の
中

で
組
合
活
動
は
停
滞
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。
学
生
支
援
と
教
育

の
レ
ベ
ル
維
持
に
全
力
を
注
ぐ
べ

き
だ
と
い
う
主
張
だ
。
そ
れ
が
教

育
者
と
し
て
の
本
分
だ
と
い
う
の

だ
。
確
か
に
納
得
で
き
る
。

だ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
履
修

登
録
の
膨
大
な
雑
事
の
処
理
か
ら

始
ま
り
、
慣
れ
な
い
授
業
の
準
備
に

日
付
が
変
わ
る
ま
で
パ
ソ
コ
ン
に

向
か
っ
て
い
る
同
僚
が
い
る
。
通

常
の
三
倍
も
の
業
務
を
こ
な
し
て

い
る
と
実
感
し
て
い
る
。
過
労
で

体
調
を
く
ず
し
、
精
神
的
に
も
バ

ラ
ン
ス
を
失
う
仲
間
も
い
る
。

我
々
は
大
学
人
で
あ
る
。
大
学

人
の
使
命
は
、
真
理
を
求
め
る
こ

と
で
あ
る
。
病
気
や
戦
争
と
い
う

非
日
常
の
中
で
も
、
あ
る
べ
き
姿

を
探
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
我
々

は
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
不
当
な
人

件
費
の
削
減
を
も
く
ろ
む
経
営
者

に
対
抗
す
べ
き
だ
。
学
生
支
援
の

名
目
の
も
と
に
学
生
の
無
制
限
と

も
思
わ
れ
る
要
求
を
受
け
入
れ
る

こ
と
は
疑
問
だ
。
決
定
論
的
宇
宙

論
の
も
と
で
我
々
は
生
き
て
い
る

の
だ
。
そ
し
て
、
こ
ん
な
非
常
事

態
に
組
合
活
動
は
自
粛
す
べ
き
だ

と
い
う
主
張
に
も
落
胆
す
る
。
む

し
ろ
、
大
学
人
は
非
常
事
態
に
対

応
し
つ
つ
も
、
あ
る
べ
き
も
の
を

希
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

繰
り
返
す
が
、
大
学
は
社
会
の

安
寧
と
平
和
の
た
め
に
発
言
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
団
結
す
る
必
要
が
あ
る
。
多
様

な
社
会
の
中
で
一
定
数
を
占
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
我
々

は
大
学
人
で
あ
る
と
同
時
に
労
働

者
で
あ
る
。
労
働
者
は
団
結
し
、

然
る
べ
き
発
言
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。「
団
結
せ
よ
」
は
今
だ
か

ら
こ
そ
口
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
ば
だ
。
組
合
の
存
在
意
義

が
試
さ
れ
て
い
る
。

和
栗
　
了
（
就
実
大
学
　
　
　

教
職
員
組
合
執
行
委
員
長
）

研
究
時
間
が

　
大
き
く
圧
迫
さ
れ
る

前
年
度
の
授
業
が
終
わ
り
、
春

の
入
試
も
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で「
定

年
ま
で
あ
と
２
年
。
こ
れ
か
ら
は

学
内
の
あ
ら
ゆ
る
体
験
が
あ
と
２

回
だ
け
」
な
ど
と
遠
い
目
を
し
て

つ
ぶ
や
い
て
い
た
と
こ
ろ
へ
こ
の

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
す
。
過
去

25
年
の
大
学
勤
務
で
は
一
度
も
な

か
っ
た
新
た
な
体
験
を
ず
い
ぶ
ん

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

「
緊
急
事
態
宣
言
」
に
あ
わ
せ
た

大
学
運
営
の
急
転
回
に
、
教
務
課

や
学
生
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
あ
ち

こ
ち
の
部
署
か
ら
悲
鳴
が
あ
が
り
、

組
合
の
委
員
長
と
し
て
い
ろ
い
ろ

な
「
リ
モ
ー
ト
活
動
」
も
行
い
ま

し
た
。
他
方
、
例
年
６
月
に
実
施

し
て
き
た
組
合
総
会
に
つ
い
て
は
、

と
り
あ
え
ず
「
い
つ
も
の
形
態
で

は
無
理
」
と
決
め
た
以
上
に
話
は

進
ん
で
お
ら
ず
、こ
れ
か
ら
も
様
々

な
タ
イ
プ
の
学
生
ケ
ア
や
入
試
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
新
体
験
が
つ
づ
き

そ
う
で
す
。

さ
て
「
遠
隔
授
業
」
に
つ
い
て

で
す
。
私
の
今
期
の
担
当
は
、
リ

レ
ー
課
目
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー

１
つ
、
講
義
課
目
が
２
つ
、
ゼ
ミ
が

３
つ
の
計
６
課
目
で
す
。
わ
が
遠

隔
授
業
体
験
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

タ
ー
と
し
て
の
課
目
ガ
イ
ダ
ン
ス

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
ス
ラ
イ
ド
を
つ
く
り
、

こ
れ
に
音
声
を
吹
き
込
み
、
デ
ー

タ
を
ｍ
ｐ
４
に
変
換
し
、
指
定
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ッ
プ
す

る
。
最
初
は
何
度
か
失
敗
し
ま
し

た
が
、
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
の
力
も
借
り
て
、
作
業
に
は
ほ

ど
な
く
慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
変
換
や
ら
ア
ッ

プ
や
ら
に
は
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー

の
出
番
は
１
コ
マ
だ
け
で
終
わ
り

ま
し
た
が
、
講
義
は
今
期
13
回
の

お
勤
め
で
、
そ
の
間
ず
っ
と
、
授

業
準
備
に
２
～
３
時
間
、
録
音
に

１
時
間
半
、
変
換
に
１
時
間
強
、

ア
ッ
プ
に
40
分
と
、
１
課
目
合
計

６
～
７
時
間
も
か
か
り
ま
す
。
こ

れ
を
毎
週
２
つ
と
い
う
の
は
や
っ

か
い
で
す
ね
。
最
近
は
、
Ｐ
Ｃ
に

変
換
や
ア
ッ
プ
の
作
業
を
ま
か
せ
、

そ
の
間
に
別
の
Ｐ
Ｃ
で
仕
事
、
あ

る
い
は
夕
食
、
睡
眠
と
い
っ
た
リ

ズ
ム
を
よ
う
や
く
つ
か
ん
だ
と
こ

ろ
で
す
。

そ
う
い
え
ば
、
講
義
の
後
に
学

生
た
ち
の
「
質
問
・
感
想
」
に
コ

メ
ン
ト
を
返
す
時
間
も
必
要
で
し

た
。「
質
問
・
感
想
」
は
こ
ち
ら
か

ら
課
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
週
に
１
０
人

く
ら
い
が
書
き
込
ん
で
き
ま
す
。

３
つ
の
ゼ
ミ
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を

使
っ
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
や
っ

て
い
ま
す
。
２
年
生
ゼ
ミ
は
90
分
、

３
年
生
ゼ
ミ
は
３
時
間
、
４
年
生
ゼ

ミ
は
２
時
間
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

い
ず
れ
も
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
求

め
て
お
り
、
２
・
３
年
生
１
２
０
０

字
、
４
年
生
２
０
０
０
字
で
、
毎
週

40
本
程
度
を
読
ん
で
い
ま
す
。
提

出
者
全
員
に
「
受
け
取
り
ま
し
た
」

の
返
事
を
書
い
て
、
レ
ポ
ー
ト
を
１

つ
の
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
て
い
き
、

簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
ん
で
、

「
今
週
の
み
ん
な
の
レ
ポ
ー
ト
」
を

ゼ
ミ
の
学
生
全
員
に
返
し
て
い
き

ま
す
。「
ゼ
ミ
ま
で
に
読
ん
で
お
く

よ
う
に
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

ち
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
２
～
３
時
間
は

必
要
で
す
か
ね
。

一
度
、
自
宅
か
ら
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

で
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
の
速
度
の
不

足
の
た
め
に
、
90
分
の
授
業
を
60

分
で
終
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

す
ぐ
に
よ
く
わ
か
る
人
に
相
談
し
、

Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
の
中
継
器
を
据
え
つ
け

て
も
ら
い
ま
し
た
。

さ
て
遠
隔
授
業
の
第
７
週
目
の

準
備
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
は
た

と
気
が
つ
く
の
は
、
書
き
物
の
時

間
が
と
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
生
来
の
怠
け
癖
は
あ
る
に

し
て
も
、
授
業
に
と
ら
れ
る
時
間

が
膨
れ
す
ぎ
て
、
研
究
時
間
が
大

き
く
圧
迫
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
自
治
会
の
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
「
資
料
や
レ
ジ
ュ
メ

を
ア
ッ
プ
す
る
だ
け
で
、
何
の
解

説
も
な
い
授
業
で
は
わ
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
不
満
も
あ
れ
ば
、「
課
題

が
多
す
ぎ
て
、
朝
か
ら
晩
ま
で
Ｐ

Ｃ
前
に
座
っ
て
い
る
」
と
い
う
悲

鳴
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
学

生
の
声
も
考
慮
し
な
が
ら
、
も
う

少
し
授
業
の
割
く
労
働
の
「
合
理

化
」
を
進
め
て
い
き
た
い
と
こ
ろ

で
す
。石

川
　
康
宏
　
　
　
　
　
　
　

（
神
戸
女
学
院
大
学
教
職
員
組
合
）
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１．安倍内閣は、5 月 27 日に 2020 年度第 2 次補正予算案を閣
議決定した。新型コロナウイルス感染症対策にかかわる国の
予算が不十分だとする国民世論の高まりを受けて、医療提供
体制の強化に約3兆円を計上したほか、第1次補正にはなかっ
た事業者への家賃補助 2 兆 242 億円を盛り込んだ。しかし、
多くの大学生・大学院生が署名運動に立ち上がり、私たち日
本私大教連もその実現を強く求めてきた授業料の一律半額免
除をはじめ学費負担を緊急に大幅軽減するための施策は、第
2 次補正予算案にまったく盛り込まれていない。とりわけ、
国際的に見ても突出して重い学費負担を強いられている私立
大学生は、コロナ禍による保護者の収入減や自身のアルバイ
ト収入の急減により、学業の断念までも考えざるを得ない状
況に追い込まれている。そうした大学生たちを無視するに等
しい安倍内閣の姿勢に対し、私たちは強く抗議する。

２．第 2 次補正予算案が「困窮学生等に対する支援」として
計上した、各大学等が独自の授業料軽減措置を実施した際
の予算額は、私立・国立を合わせてわずか 153 億円である。

　　2019 年度まで措置されていた私立大学授業料減免事業へ
の特別補助は 177 億円であったが、これにも及ばない額で
ある。この特別補助は、各私立大学が経済的修学困難な学
生を対象として実施した授業料減免に対し補助するもので
あった。減免対象となる家計要件は、給与所得者 841 万円
以下、給与所得者以外 355 万円以下、自然災害等による家
計急変など緊急を要する場合は家計基準なしに、中間所得
層を含む幅広い学生を対象としていた。

　　ところが政府は今年度予算において、この補助予算を大
学等修学支援新制度に「一本化」するという不当な理由で
突然廃止した。これにより、新制度の対象となる年収約
380 万円以下の世帯（住民税非課税世帯とそれに準じる世
帯）以外の中間所得層の私立大学生は、政府の支援を一切
受けられない状態に置かれている。このことが、コロナ禍
による学生たちの経済的困難をいっそう深刻化させている
のである。

　　さらには、第 2 次補正予算案において、私立大学に対し
ては所要経費の 3 分の 2 しか補助しない一方で、国立大学
に対しては全額を支援するとしている。これは許されない
不当な差別である。

３．「大学・高専・専門学校の遠隔授業の加速」として、設備
及び体制の整備、「高度な教育」が提供できる環境整備の
ための予算が 73 億円計上された。第 1 次補正予算の 27 億
円と合わせてもわずか 100 億円である。国公私立合計で約
4200 校ある大学・高専・専門学校の総数で平均すれば、１
校あたり約 238 万円と極めて少ない。

　　感染拡大防止の観点から、ほとんどの私立大学が入構禁
止措置をとり、遠隔授業に切り替えた。それに対応する体
制を急速に整えるために、各私立大学の教職員は不眠不休
で環境整備に当たっており、また学生の受講環境を整える
ために 100 を超える私立大学が、全学生を対象とした一律
の緊急給付を実施している。

　　さらに、感染が急拡大した都市部を中心に遠隔授業が長期
化する可能性は高く、学生の学びを保障するために、今後も

環境整備に多額の経費が必要となる。私立大学への国の補助
が長期にわたり実質削減されてきた状況において、自助努力
だけでは早晩限界に達する私立大学が出現することは想像に
難くない。大学の設置形態や規模・財政力に関わりなく、す
べての学生が平等に高等教育を受けられるよう環境整備を行
うことは、政府の責任である。

４．新型コロナ感染予防・衛生確保のための予算として、第
1 次補正予算では国立大学法人等にトイレの洋式化・乾式
化補助 46 億円が措置された。しかし私立大学の衛生環境整
備には 1 円の予算措置もされず、第 2 次補正予算案でも一
顧だにされていない。

　　キャンパスに戻ってくる学生、教職員にとって、私立大
学は感染予防対策が講じられていなくとも構わないという
理屈は通らない。大学数でいえば、私立大学は国立の 4 倍
である。感染予防・衛生確保の観点から、少なくとも私立
大学に 184 億円相当の施設設備予算を措置するよう強く求
める。

５．文科省は 5 月 19 日から「学生支援緊急給付金」の申請を
開始させた。約 43 万人を対象に 10 万円（住民税非課税世
帯の学生には 20 万円）を支給するとしている。しかし、そ
の対象者を原則として「自宅外で生活」する「多額の仕送
りを受けていない」学生に限定し、仕送り額が年額「150
万円以上（授業料を含む）」の学生を除外する厳しい「目安」
を設けている。2018 年度の私立大学の学費（授業料・施設
設備費・実験実習費等）は平均 120 万円にのぼるので、学
費を除く仕送り額の上限「目安」は、年額約 30 万円という
ことになる。年額 30 万円では、家賃の支払いにも足りない。
つまり学費と家賃の仕送りを受けている私立大学生には、
支援を受ける資格がないことになる。学費の高い私立大学
生にはきわめて不利な制度である。

　　第 2 次補正予算案は、こうした「学生支援緊急給付金」
の問題性をまったく解決するものとはなっていない。

６．最後に以下の点を強調したい。日本の大学生の約 75％は
私立大学生である。学生が学費減免や返還を求めている署
名運動は、5 月 7 日現在で 207 大学に及び、うち 196 大学
が私立大学である。現在進行中の学生の生活困難・修学困
難という事態は、私立大学生において特に深刻である。こ
のような事態を招いた根本的な原因は、これまでの私立大
学を軽視してきた政策にある。私立国立間の差別のない予
算措置を講じない限り私立大学生の修学と教育を確保する
ことは不可能であるといえる。

　　そうであるにもかかわらず、第 2 次補正予算案において
も、これまで指摘したように私立国立間の差別を解消する
姿勢はまったく見られない。

　　私たちは政府に対し、国公私立を問わずすべての大学生・
大学院生・留学生に対して、コロナ禍を理由に学業を断念
することなく、また学びと研究の質を保障する学生・大学
支援策となるよう、第 2 次補正予算案の抜本的な組み替え
を強く要求する。

［声明］

2020年度第 2次補正予算案に抗議し、抜本的な組み替えを要求します
2020 年 6 月 1 日

日本私大教連中央執行委員会
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◆日本私大教連中央執行委員会（5月17日、オンライン会議）
◆委員長・専従者会議（5月18日、オンライン会議）
◆私大教連執行委員会（5月27日、オンライン会議）
◆外大弁護士打ち合わせ（6月6日、オンライン会議）

◆私大教連執行委員会（6月10日、オンライン会議）
◆関西外大高裁進行協議（6月11日、電話会議）
◆緊急シンポ「コロナ危機の下での学生支援」（6月13日、オンライン会議）
◆追手門大弁護士打ち合わせ（6月15日、北大阪弁護士事務所）

私大教連の動き（5月 15日～ 6月 14日）

＊文部科学省等＊
<新型コロナ関係>
2020 年 5 月 29 日
• 新型コロナウイルス感染症の影響を受け

た学生への支援について
 （「くれぐれも、経済的理由によりやむを

得ず授業料等の期限までの納入が困難と
なっている学生等を即座に除籍とする等
の不適切な対応を行うことがないように」）

• 新型コロナウイルスにより経済的な影響
を受けている学生等への緊急対応措置―
学生の“学びの支援”緊急パッケージ

 （学生支援緊急給付金、緊急特別無利子貸
与型奨学金［利子は国が補填］、修学支
援新制度［申請月から支給へ］、大学の
授業料等減免を支援、返還期限猶予制度
充実（減収・失業などで返還困難になっ
た場合通算 10 年まで猶予）

2020 年 6 月 1 日
• 新型コロナウイルス感染症の状況を踏ま

えた大学等の授業の実施状況
 （私学では１大学以外は授業開始。対面授

業 12%、遠隔授業 57%、併用 31%。一部
で対面授業を行う予定は、６月前半 32％、
６月後半 22％、７月中 11％、それ以後 
14％、他検討中。全面的に対面授業を開
始する予定は、６月前半 9％、６月後半 
8％、７月中 5％、それ以後 25％。他検討中）

2020 年 6 月 2 日
• 萩生田光一文部科学大臣記者会見
 （「『学びの継続給付金』については、最終

的には学校等において総合的に判断して
いただく」。記者から「文科省が要件とし
て示している以上、多くの大学で従わざ
るを得ないという声がある。大学が成績
に関わらず、独自の判断ができるように
するには何が考えられるのか」に対して、

「全ての学生に給付ができる制度ではな
いので、一定要件を設けることは、日本

人外国人問わず、やむを得ないことだ」）

2020 年 6 月 5 日
• 大学等における新型コロナウイルス感染

症への対応ガイドラインについて（周知）
 （既出 15 文書を列挙）

2020 年 6 月 16 日
• 萩生田光一文部科学大臣記者会見
 （「大学入試日程は、後にずらしたほうが

いいという私見を持っていた。全国高等
学校長協会の 1 ヶ月程度遅らせる要望に
ついては、我が意を得たと思う反面、コ
ロコロ変わられても困る」。「できないこ
とをできることにするのが学校の役目だ
から、その学校に挑戦しようという受験
生がいれば、大人も無理をしながら、で
きる限り平等で、納得できるチャレン
ジができる環境を国公立私立含めて協力
を」。完成年度前の大学へ授業料半減補助
を行わない件で、「泣き言を言っている話
を聞いたが、4 年間は頑張るのが大前提。
何らかの応援も検討」）

2020 年 6 月 19 日
• 萩生田光一文部科学大臣記者会見録（令

和 2 年 6 月 19 日）
　（共通テストの第 2 日程は、学業の遅れ

が想定されていない既卒者は対象外。私
大等の一般入試でも、学習遅れに対応し
た追試にすべきだと考えるかという質問
に、そういう機会を作ってほしいと回答）

＊文部科学省＊
<一般政策等>
2020 年 6 月 2 日
• 令和 2 年度補正（第 2 号）各目明細書
　（私立学校情報機器整備費補助金 5,582,625
［千円］、特別補助 9,420,432［千円］）

2020 年 6 月 12 日
• 令和元年度大学等卒業者の就職状況調査
（4 月 1 日現在）
　（大学生の就職率は 98.0％で過去最高）

2020 年 6 月 23 日
• 大学入学者選抜改革について
　（新文書は「令和３年度大学入学者選抜

実施要項について」と「『令和４年度大
学入学者選抜に係る大学入学共通テスト

実施大綱』について」。令和３年の共通
テストは、［1］１月 16 日、17 日 ［2］１
月 30 日、31 日 ［1］の追試験としても。 ［3］ 
特例追試験２月 13 日、14 日 ［2］の追試
験。記述式問題に関しては、個別学力検
査では、出題の意図か、回答例の公表を。
英検や TOEFL 等、４技能を測ることの
できる資格・検定試験等の結果の活用や、
総合型選抜として多様な入試方法の工夫
を求める）

＊厚労省＊
2020 年 6 月 18 日
• 令和元年労使コミュニケーション調査の

概況
　（大規模調査。労働組合がある事業所
［41％］の労働者について、組合に「加入」
66％、「加入資格があるが未加入」14％、「加
入資格がない」20％。就業形態別では、労
働組合に加入しているのは「正社員」で 
73％、「パートタイム労働者」では 36％）

＊金融庁＊
2020 年 6 月 8 日
• 学生支援緊急給付金の支給に伴うお願い
　（当面の間、収入の回復が見込めない場

合や条件変更をしている場合であって
も、債務者の修学継続に支障を来すこと
がないよう、担保の設定や差押えの判断
にあたっては、債務者の置かれている状
況等を踏まえ、特段の配慮を行うこと）

＊総務省＊
2020 年 6 月 11 日
• テレワーク関係府省連絡会議（第 10 回）

配布資料
　（採用時に在宅勤務が労働条件通知書や

就業規則等で明示されていなければ、労
働条件の変更にあたり、従業員との合意
が必要に。また不利益変更はできないの
で、この導入にあわせ、新たに人事制度・
給与制度を導入する場合には注意が必要。
テレワークは全ての労働時間制を適用で
き、必ずしも事業場外みなし労働時間制
を導入する必要はない。労働時間の管理
例は、始業・終業の電話連絡や、終業時
のメールに作業日報を記載する例などを
紹介。人事評価制度は、テレワーク勤務
者の評価が、他より不利になってはだめ。

文科省等の諸会議、

対象期間は 5/26〜6/24
（情報公開日） です。

https://www.mext.go.jp/content/20200601-mxt_kouhou01-000004520_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200601-mxt_kouhou01-000004520_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200529-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200529-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200529-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200605-mxt_kouhou01-000004520_6.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200605-mxt_kouhou01-000004520_6.pdf
https://www.mext.go.jp/b_menu/daijin/detail/mext_00066.html
https://www.mext.go.jp/content/20200605-mxt_kouhou01-000004520_5.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200605-mxt_kouhou01-000004520_5.pdf
https://www.mext.go.jp/b_menu/daijin/detail/mext_00070.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/daijin/detail/mext_00071.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/daijin/detail/mext_00071.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/yosan/h31/1413361_00013.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/2020/1416816_00001.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/2020/1416816_00001.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/koudai/detail/1397731.htm
https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/18-r01.html
https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/18-r01.html
https://www.fsa.go.jp/ordinary/coronavirus202001/13.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/telework_renraku/02ryutsu02_04000343.html
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/telework_renraku/02ryutsu02_04000343.html

